
「加治木小学校のくも合戦伝承活動の取組」 

１．学校名 姶良市立加治木小学校 

２．学年・人数 ５年生 52人 

３．日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所 

令和７年６月９日(月)～６月16日(月)（くもの育成） 

⑵ 発表の日時・場所 

  令和７年６月16日(月) 加治木小学校体育館 

４．伝承・活用に

取り組んでいる

郷土芸能，伝統

行事，伝統工芸

品について 

 

⑴ 名 称 

  くも合戦（くもがっせん） 

⑵ 由 来 

  くも合戦は，文禄・慶長の役の陣中で島津義弘公が兵士を励ますために，

コガネグモを集めて戦わせていたのが始まりであると伝えられている。 

⑶ 構成等 

  くも合戦保存会の方による講話，保存会から借用したくもに餌を与える

など，１～２週間ほど児童が育てる。そして，１～４年生が見学している

中，保存会の方々による行司の元で，５年生の各チームがフロアで予選を

行い，上位２チームがステージ上で決勝戦を行う。 

５．文化財伝承・

活用の取組にお

いて地域との連

携や工夫した点

等 

 ５月13日(火)に，コガネグモの生態やくも合戦の歴史などについて保存会

の方に講話をしていただいた。また，当日は，円滑に進行するために，保存

会の方々に行司の役割をしていただいた。 

 くも合戦の由来から学習し，生命尊重，文化伝承，郷土愛の心を育むため

のカリキュラムを総合的な学習の時間の中で行っている。 

６．取組の様子 

（練習状況，発

表の場等） 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・意見 

 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

○ 自分たちでお世話をしたくも同士を戦わせることができて，とても楽し

かった。今度は，加治木町のくも合戦にも出てみたい。【児童】 

○ 正直，本番までの準備は簡単ではないが，保存会の方々の協力を得なが

ら，今年も子供たちの心に残るくも合戦を実施できてよかった。このくも

合戦は，子供たちの表情が輝く素晴らしい伝承活動だと思う。【教職員】 

○ ユネスコ「プロジェクト未来遺産2018」に認定されたこのくも合戦を，

子供たちが興味をもって調べたり，熱中したりしている姿を見られて，と

ても嬉しかった。今後は，加治木町のくも合戦にも参加するなどして，こ

のくも合戦により興味をもち，継承していってほしい。【保存会】 

 

くもの飼育の様子（えさやり）  くも合戦の様子（決勝） 

〔文化財伝承等の取組事例〕 


